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でくれた珍しい山だった。
　登頂後、学生 4人は二手に分かれてネパール
をトレッキングした。島田喜代男さんとわたし
は、ランタン谷、ガネッシュ・ヒマール、マナ
スル 3山を巡ってアンナプルナまでの旅。その
途中でいい山を見つけて登りたかった。
　ランタン谷で、秀麗なヒマラヤひだをまとっ
た未踏のガンチェンポ（6387m）に魅せられた。
難しいことは承知のうえでアタック。ビバーク
して 11 月 25 日、頂上から西に伸びる稜線に
は出られたが、先は遠かった。
　20 年近くが過ぎた 1982 年、ランタン谷を再
訪し、ヤラ氷河でヒマラヤでは初めての氷底
60m深に達する掘削に参加した。拠点キャンプ
は、ガンチェンポがよく見える所にあった。朝
な夕な、その姿にみとれていた（写真 2）。
　1967 年 1 月、鎖国状態のブータンの登山計
画をやってみないかという話が、AACK から
山岳部に回ってきた。卒論そっちのけで取り組
む。英語とチベット語でまとめたブータン国王
宛の最初の申請書は、同国最高峰・ガンケルプ
ンツムの初登頂計画。だが計画は縮小せざるを
えず、入国交渉のため、インドで半年ねばった。
結局、小野寺幸之進・上田・市川光雄の山岳部
隊は短期入国はできたが、パロ、ティンプー、
プナカまでの訪問で終わった（文献 4）。
　交渉の合間に市川とネパールに行き、手頃な
山に短期で登れるかもしれないと、ロールワリ
ン谷に入った。そんな山を求めて主谷から分水
嶺を南へ越えるのだが、峠の北西にある未踏ら
しい雪峰に引かれた。峠手前のキャンプに不調
の市川を残し、シェルパのイラ・ツェリンと向
かった。氷河を登り雪稜に出て、ワン・アット・
ア・タイムのツルベで登頂。のちに発行された

地図では、ヤルン・リ（5630m）にあたる。そ
の高さはイラ・ツェリンに、（彼がサウス・コ
ルまで登った）エベレストならベースキャンプ
程度だと言われた。1968年5月13日のことだっ
た。その後も市川と、登れる山を求めた 1週間
は、スリリングな山旅となった。
　それから 30 年が過ぎた 1998 年秋、ブータ
ンで発生し大きな問題になっていた氷河湖決壊
洪水について、同国と共同調査を始めることが
できた（文献 5）。これは所管の通産大臣に言
われたとおり、地球温暖化と氷河湖洪水が起ら
なかったら、実現することはなかった。調査は
ブータンにとって、かつて従属したインド以外
の国との、初の共同事業となった。
　日本側は岩田修二（都立大、六甲学院山岳部
OB）、内藤望（名大 D4、京大山岳部 OB）ら
と 5人で、人跡のない氷河を歩き、ガンケルプ
ンツムを近くに望む峠を越えた（写真 3）。若
い頃の夢を別の形で実現でき、感慨は深かった。

2. 2 ヤルン・カン初登頂
　1973 年 5 月、当時世界最高の未踏峰だった
ヤルン・カン（8505m）の初登頂（西堀栄三郎
隊長）の機会にめぐまれた（文献 6）。AACK
の創立以来の悲願であった 8千メートル峰初登
頂への 40 年余りの流れと、それとは関係なく
生まれ育ってきたわたしの歳月が、この山でつ
ながったことはとても不思議な巡り合わせに思
える。
　5月14日、頂上アタックに際して、ガネッシュ
の時は山と向きあう純な高揚感があったが、ヤ
ルン・カンではそこに、AACK の伝統と願望
が入りこんでいた。「四時のコル」に出て、最
後の高度差 150m を登りながら、ヤルン・カン

写真 2　ガンチェンポ（1982. 9. 22）

写真 3　ガンケルプンツム（1998. 10. 13）
ガンリンチェンゼ峠（5200 m）より
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は、いま登れるぞ！と、日本にいる先輩や仲間
に、今すぐに伝えたかった。
　頂上への最後のアプローチも、ガネッシュと
ヤルン・カンでは対照的だった。ガネッシュで
は、アンナプルナ内院のルートから主稜線に出
たとたん、別世界のようなダウラギリとチベッ
トの山々が目に飛び込んできた。晴天の陽光の
もと、行手の雪面には金色の帯が長い絨毯のよ

うに鈍く光り、頂上に続いていた。
　ヤルン・カンでは、「四時のコル」に出た時、
北の山々が一瞬のガスの晴れ間にチラッとのぞ
いただけ。だがそのあとが違った。ガネッシュ
では、頂上で写真を撮りまくりながらも、その
先に見えていた最高点が気になっていた。ヤル
ン・カンでは、「やった！」と叫んで頂上のや
せた雪稜に馬のりになった。そこが登りの終了
点だと、クリノコンパスで確かめた。
　フィルムは、頂上にピッケルを立てた松田さ
んを撮った 1枚で終わった（写真 4）。小雪チ
ラつく中で、新しいフィルムに交換する余裕は
なかった。そのカメラは翌日、わたしが外した
ザックに入ったまま断崖を落下し、急な雪面に
かろうじて停まった。救援隊がそれを回収でき
なかったら、登頂写真はもちろん、アタック途
中の画像も残らなかった。
　頂上からの下降では、様々なことが続いた。
下り始めてから 25 時間後、彷徨のすえ救援隊
の甲斐邦男・森本陸世・ニマノルブと合流。青
白い月明りのもと、「すべり台」と呼ばれた長
い急斜面を、左足のアイゼンを失ったまま無事
に下降できた。そこには何か不思議な力が働い
ていたような気がする。救援隊のおかげでわた
しだけが、消えることのない悔恨の思いととも
に、辛うじてこの世に繫ぎとめられた。
　ヤルン・カンでは登山の後にも、意外なこ

写真 4　ヤルン・カン頂上の松田さん（1973. 5. 14）

写真 5　アンナプルナ初登頂 40 周年記念祭　シャモニ（1990. 6）
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とが待っていた。遭難し凍傷になってから、
1950年アンナプルナＩ峰初登頂のM. エルゾー
グ氏のことが帰路の頭に何度か浮かんでいた。
その彼が、わたしがネパールを離れる時に偶然
カトマンズに居て、同じ飛行機でニューデリー
に向かっていた。これだけでも、ほぼゼロに近
い確率の事だろう。そしてニューデリー空港の
バスの中で、座っている彼の前に、たまたまわ
たしが立っていなければ、何も知らずに過ぎて
いただろう。
　それから 17 年後の 1990 年 6 月、人類初の
8千メートル峰・アンナプルナ登頂 40 周年を
記念した式典がシャモニで開かれ、世界中の 8
千メートル峰初登頂者たちが招かれた。日本か
らは、マナスル初登頂の今西壽雄さん（AACK）、
2次登頂の日下田実さん、エベレスト女性初登
頂の田部井淳子さんと、わたしが招かれた。元
気なエルゾーグさんにも再会できた（写真 5）。
　ヤルン・カンの後、ネパールには 1974 〜
2004 年に氷河調査等で 10 回ほど行った。名大
を定年退職した 2007 年 11-12 月には、朝日新
聞社の小型ジェット機による氷河縮小の空撮観
測に加わった。夕暮れのカンチェンジュンガの
フライトもあった。
　ヤルン・カンはカンチェンジュンガ山塊の西
峰なので、夕陽をまともに浴びて残照が映える
山だ。その夕陽に染まるヤルン・カンを、1万
メートルの上空で、何度も周回する機内から鳥
瞰できた。金色からピンクへと移りゆく姿を
じっくりと見つめながら、カメラに収めた（写
真 6）。この巡り合わせに、天にも昇る気持だっ
た。
　シャモニでお会いした日下田さんがこの 1
月、89 才で病没された。マナスルの隊員では
最年少だった。アンナプルナ登頂 40 周年の式
典から更に 30 年が過ぎた。その間にエルゾー
グさん、今西さん、田部井さんも他界されてい
る。8千メートル峰初登頂時代の残照が消えか
ける時に間に合った 76 才のわたしだけが、い
ま残されている。そしてまた、わがヤルン・カ
ン隊をみれば、その後 47 年を経て、15 人のメ
ンバーのうち既に 9人を、残る 6 人が見送っ
てきた。

3．チベットでの初めて
　広大な中国西部地域は長らく閉ざされてい

たが、1980 年頃その門戸が諸外国に開かれた。
1981 年夏、初の日中共同氷河調査が天山山脈
で実現し、日本から渡辺興亜さん（名大、北大
山の会）とわたしが参加した（文献 7）。シル
クロード沿いの魅力に満ちた地域で、日中双方
の隊員たちが、初めて接する互いの調査器具、
行動方法、生活習慣などを、新鮮な気持で経験
し合っていった。
　これを契機に両国の協力関係が、西崑崙山域
での本格的な調査へと発展する。1985 年に渡
辺・中尾正義（AACK）両氏が予備調査し、対
象のチョンス氷帽の行動には、スノーモービル
が有効と判断した。この年わたしは、後述する
南極 26 次隊で越冬していたが、帰国したら山
口大から名大に移り本調査（樋口敬二隊長）に
あたるよう、国内でレールが敷かれていた。
　1987 年夏の本調査では、日本から 2台のス
ノーモービルを持込んだ。これらは中国の氷河
で初めて、掘削器材等の物資や人員の輸送に、
すばらしい威力を発揮した。
　チョンス氷帽の頂上は未踏で、標高 6530m
だが中側は登頂には興味なし。中尾ら 4人の
日側隊員で 8月 26 日、スノーモービル 2台に
分乗して前進キャンプを出る。高度差 650m を
1 時間で登りきって登頂した。だがわたしには
登ったという達成感に欠けた。頂上から 180m
低いコルまで戻り、一人で歩いて登りなおした
（写真 7）。崑崙の山々とチベット高原のパノラ
マを、たっぷり味わえた 1日だった。
　1989 年のチベット調査は、6月の天安門事
件でいったん帰国し、渡航禁止が解けた 9月に
岩田らと再訪。ラサから東へ向かい、ギャラペ

写真 6　ヤルン・カンの夕景（2007. 12. 1）
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リとナムチャバルワを望見できる峠を越え、気
候湿潤なニェンチェンタングラ山脈東部に入っ
た。森林帯まで流下するゼプ氷河を歩き、この
地域最長 35km のカチン氷河の末端も訪れた。
これまで調査してきたのとは異質な氷河を初め
て経験し、視野が広がった。
　西崑崙からの日中共同調査は募金と文部省科
学研究費で続けてきたが、1991-93 年度は「チ
ベット高原の水循環における雪氷の役割」の
テーマで科研費だけでまかなった。この日中共
同調査はチベット高原中央部・タングラ山域に
重点を置き、気象・水文・雪氷の観測をした。
これまでの中国での観測は、AACK 会員では
樋口、中尾、幸島司郎、安成哲三、太田岳史、
窪田順平、福嶌義宏の皆さんと一緒だった。
　1992 年 5 月には、タングラ山域のドンケマ
ディ氷河脇の高度 5500m のキャンプを拠点に、
わたしは藤田耕史（名大M1、京大山岳部OB）
と氷河を調査した。5月 11 日、観測作業のつ
いでに、2人で氷河左岸の稜線にある未踏らし
い5803m峰に登った。最後はカリカリの氷だっ
たが難なく登頂。晴天微風の頂上で、周りのパ
ノラマを楽しんだ。
　10 日間滞在したキャンプの撤収中、急に腹
痛、おう吐に見まわれる。タングラ兵站に寄り
軍医の応急治療を受け、4日後、帰路のゴルモ
市で人民病院に 2日間入院。検査や点滴などで
お世話になった。病因について、医師は疲労と
見立て、隊員間では氷河キャンプでの毎晩の白
酒にあるとの説もある。医師・看護師達はとて
も親切で、中国の貴重な一面を体験できた。

4．南極での初めて
4. 1 やまと山脈観測旅行
　ブータン入国交渉でニューデリーに居た
1968 年 2 月、24 才の時に戻る。その 4月から
名大の大学院に入るわたしに、第 10 次南極越
冬隊に参加しないかとの手紙が届き、望んでい
た南極への道が開ける。市川とロールワリン、
ブータンに入った後 6月帰国。11 月末に、砕
氷船「ふじ」で南極へ向かった。
　翌年 2月、昭和基地で 9次隊・極点旅行チー
ム（村山雅美隊長）の帰還を迎えた。この旅行
は定まったゴールを一直線で往復した大トラ
バースで、日本隊の内陸旅行の一つの時代が終
わった。10 次隊からは、研究のために効果的
な旅行ルートを設定し、より良いデータを蓄積
するための年次計画を立てて観測旅行を行う。
これは新たな時代の始まりだった（文献 8）。
　観測の目玉は、白瀬氷河の海への流出口から
約 250km 上流域の流動速度を求めること。11
月〜 1月の内陸旅行（安藤久男隊長、北大山の
会）で、流動方向と直交する東西 250km にわ
たって三角鎖の測量網を設置する。作業は高い
精度を保ちながら、やまと山脈の不動の露岩に
つなげねばならない。測量は 40 日かけて無事
達成できた。この三角鎖は4年後に再測量され、
その間の移動量から流動速度が算出され、氷厚
が減少していることも分かった。
　やまと山脈の裸氷帯で 12 月 21 日、成瀬廉
二さん（北大低温研、北大ワンゲル部OB）は、
見つけた石を、上流側に露岩が無いので、隕石
かも？と拾い上げた。それを知って、なるほど、
隕石に違いないと、わたしは思った。先頭車で
八木実さん（学習院大山岳部OB）とクレバス
帯にルートをさがしながら走っていたので、裸
氷に載る石はさらに見つかった。結局 9日間で
9個になった。やまと山脈では 4次隊が地学調
査をしていたが、隕石発見は 10 次隊が初めて
だった（写真 8）。
　この旅行では未知のヌナタークやモレーン・
フィールドも見つけ、この時代の南極には、ま
だささやかな発見があると感じた。ところが、
隕石については、年が経つにつれ、雪だるま式
に成果がふくらんでいく。わたしたちが採取し
た石は「やまと隕石」と名付けて注目され、日
本隊が山岳裸氷域で隕石を計画的に収集するよ
うになって成果をあげた。それに刺激されたア

写真 7　西崑崙チョンス氷帽の登り直した頂上
（1987. 8. 26）
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メリカ隊も積極的に収集をつづけ、隕石の採取
量が南極で急増していった。
　2019 年 8 月の時点で、世界中で見つかって
いる隕石は 6万 2千個近く、うち南極で分類・
公表を終えている隕石は 3万 8千個を越え、太
陽系の歴史など惑星科学の研究に役立っている
（国立極地研・山口亮准教授による）。1966 年
刊の隕石カタログ（British Museum）では、世
界で約2000個、南極で4個しかなかった。ちょ
うど 50 年前になる偶然の発見が、隊の調査目
的と異なる分野で大きく役立ち、人知を広げて
いくとは、当時は思いもよらなかった。

4. 2 未踏の氷床ドームへ
　1984-86 年の第 26 次南極観測隊では、「初め
て」につながる 2つの熱く高揚する行動ができ
た。そのいずれもが、日本を出る時には予定に
無かったという、異例の成りゆきから生まれた
（文献 9）。
　隊が南極へ向かって航海している時、前次隊
の内陸旅行チームは、南極で 2番目に高い未
踏の氷床ドームの頂上探査のために前進してい
た。だが、みずほ基地の隊員が重傷を負ったた
め旅行チームの医師が必要になり、チームは中
途で引き返す。そこで、わたしたちがその任務
を引き継ぐことになったのだ。運命の不思議な
巡り合わせを、心底から感じた。
　もう一つ、26 次内陸隊は冬を越してから氷
床高原部を調査した後、往路と同じルートで昭
和基地側へ帰投する計画だった。それを変更し
て帰路に隊を 2分し、1隊を昭和基地の西南西
650km のあすか基地へ向ければ、新しい内陸

ルートを開拓できる。その発案は、最初の夏に
あすか基地の新設作業にあたった際、その背後
に広がるセール・ロンダーネ山脈に魅せられた
ことから生まれた。計画変更は文部省南極本部
の許可を要し月日がかかったが、国内関係者の
尽力で実現した。
　この越冬でわたしは、昭和基地は 1泊だけで、
13 ヵ月を内陸雪原での行動に徹した。昭和基
地から南東 270km のみずほ基地（高さ 2230m）
を出て、2 月にその南西 500km の地点に前進
拠点（高さ 3200m）を建設。みずほ基地の設
置以来 15 年ぶりの内陸拠点となった。
　冬は、雪面下に埋もれたみずほ基地で 5人で
越す。その間、日本隊としてこれまでの最低気
温となる、-61.9℃を記録した。10 月に前進拠
点を再訪し、11 月 6 日に日本隊では内陸高原
で初めて深さ 200m を越える掘削に成功。同 9
日、未知の氷床ドーム探査に奥平文雄・神山孝
吉・藤井純一・野村武志とともに向かった。
　隊内で「ふじドーム」と呼んだ頂上の場所・
高さなどは、まだよく分かっていなかった。そ
れらを求めることは地図作成に必須だが、他の
科学的な意味も大きい。氷床氷の流動方向や流
域境界を知るためには、氷の分水界が頂上から
枝分かれするので、頂上の位置をおさえる必要
がある。またその頂点では、脇から流入する氷
が無いので、直下の雪氷は全てその場で堆積し
た物だ。それを掘削・採取すれば、古環境復元
の最良の試料となる。
　11 月 22 日、前進拠点から 300km 南下した
高度 3760m 地点に達し、ドーム・キャンプ（DC）
とした。DCから真東に100km直進し、そのルー

写真 8　南極やまと山脈 10 次旅行隊
と隕石（1969. 12）
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ト上で最も高かった地点に戻る。そこから精密
な経緯儀で周囲360度の地平線の高度角（仰角・
伏角）を測量し、最も高い方向を求める。その
方向へ 6km 進み、また同じ作業を繰り返して
6km ずつ進んだ。そうして 11 月 28 日、人工
衛星による位置決定装置が高度 3807m を示し
た地点を、氷床ドームの頂上と定めた。山岳地
を除く南極氷床上で、ここは日本隊が到達した
最高地点になる。
　DCから頂上までの直線距離は約 130km。そ
の間の高度差は、50m もなかった。頂上に近
づく程、その勾配は限りなくゼロにせまる。そ
んな所で角度 10 秒ほどの微妙な精度が求めら
る測量作業ができるかどうか、不安だった。目
的は、ゴールに到達することで達成されたので
はなく、到達後そこを離れた地点から確認の測
量をして決着した。その瞬間、経緯儀の望遠鏡
で目を凝らしていたわたしは、望遠鏡に目を付
けたまま思い切り万歳していた。不安から安堵
に転じた喜びだった。
　海原のような雪原で、かげろうの立つ地平線
を経緯儀の望遠鏡で見つめる日々。探検時代の
極点到達なら、人跡未踏であってもゴールは既
定の位置にあり、ただ真南へ直進するのみ。そ
うではなく、位置・高さが未知のゴールを探り
たどっていく興奮がここにはあった。地理上の
探検はとっくに終わったとされた時代に、素晴
らしい体験をさせてもらった（写真 9）。

4. 3 セール・ロンダーネ山脈へ
　前進拠点に戻り年が明け、昭和基地側へ向か
う隊を送り出す。1月 8 日、吉田治郎・藤井・
神山（京大探検部OB）と雪上車 2台で、北西

500km 程のあすか基地へ向かった。あすか基
地と内陸をつなぐルートを開くための旅行だ
が、その途上でセール・ロンダーネ山脈の未踏
峰に登ろうと、みずほ基地で冬から企てていた。
イギリスのスコット極地研究所発行の地図で、
予定ルートの近くに標高 3630m の孤立峰ベル
テルカカを見つけていたのだ。もしかして、山
脈の最高峰かもしれなかった。
　16 日、雪の地平線に岩の突起を遠望する。
雪以外の風景は 10 ヵ月ぶりだった。20 日、め
ざすベルテルカカ峰に向かう。本来の任務があ
るので、雪上車は旅行ルート上に温存し、日帰
りという制約をつけた。目標まで 25km。だが、
4人が分乗したスノーモービル 2台では、思っ
たほど頂上に近づけない。頂上の標高は地図よ
りかなり低いようだが、そのさき歩いて登るに
は時間不足は明らかだった。残念だが、後日な
んとか別の目標を見つけたいと思った。
　山岳裸氷帯の複雑なルートを抜け、バード
氷河のクレバス帯も横断できた。1月 26 日、1
年前に新設したあすか基地に無事ゴールイン。
この 1年間、わたしの雪上車による走行距離は
4千 km 程になった。そのうち未踏だったルー
トは、1400km くらいか。
　ベルテルカカに代わる山は、間近にあった。
バード氷河を横断しながら眺めていたブラット
ニーパネだ（写真 10）。その懐にある氷河へ、
あすか基地（高さ 930m）から 1週間の調査に
行った。天気の都合で、登山は調査の最終日 2
月 7日にずれこんだ。
　登山経験の豊富な藤井・神山と、キャンプ
（高さ 1010m）からスノーモービル 2台で、調
査した氷河を登った。300m 近く高度をかせい

写真 9　氷床ドーム頂上を後に（1985. 11. 28）
写真 10　ブラットニーパネ峰の遠望　 

セール・ロンダーネ山脈（1986. 1. 25）
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で停め、アイゼンを付ける。西面に取りつき、
最後は急な雪の北斜面をトラバース気味に登り
切った。頂上に誰かが登ってきた形跡はない。
高度計で測ったあすか基地からの高度差による
と、山頂高度は 2470m になる。
　曇り空から時々日がさすようになっていた。
周りにはセール・ロンダーネの山々が広がって
いる。あすか基地を目ざして走ってきたルート
も見える。この日は、1年を越えて続いた内陸
行動の最後の区切りの日でもあった。ベルテル
カカ登頂の失敗とこの 1週間の天候の巡り合わ
せが、この日この頂に幸せなピリオドを運んで
くれた。

4. 4 その後のドームふじ
　「ふじドーム」という名前はわたしが提案し、
隊内ではそう呼んだ。だが帰国後、南極の公式
の地名を検討する国内委員会では、認められな
かった。すでにスコット極地研究所の地図の該
当地域に、Valkyrjedomen という地名が記され
ていたからだ。しかし、雪氷研究仲間がDome 
F や Dome Fuji の呼称を使い、その後ここに
できた基地の名称にもなって、国際的にそれが
定着した。Valkyrjedomen はこの付近一帯の名
称であり、その頂上が Dome Fuji なのだとい
う見方もできる。
　26 次隊から 10 年後のこと、35 次隊（横山
宏太郎越冬隊長、AACK）によって新設され
たドームふじ基地で、36 次隊の越冬が始まる。
これは極地観測史上、最高所での初めての越冬
になる。1995 年 1 月、基地設備・生活環境な
どの越冬態勢が整っていることを確認するた
め、わたしは夏隊で現地を再訪する機会を得た。
かつてドームを後にする時、このような状況に
なろうとは、予想だにしていなかった。
　1月 17 日、通信が阪神淡路大震災の報を伝
える。同 29 日、初越冬に入ることの確認式を
して、東信彦基地長（長岡技科大・現学長、北
大山の会）ら 9人を残して帰路についた（文献
10）。そうして、氷頂から氷底をめざす深層掘
削プロジェクトが始まった。
　その第Ｉ期では、1996 年 12 月、2503 m 深
に達し34万年前まで、第II期では2007年1月、
ほぼ氷底に達する 3035m 深で 72 万年前までの
古環境復元試料を採取できた。現在は、地球上
最古の 100 万年以上前の氷がある場所をドー

ムふじ近辺で選定し掘削するため、第 III 期計
画が始まっている。
　1995 年 1 月末に戻る。初越冬隊をドームふ
じに残しての帰路は、古参の雪上車 SM506 号
を人数不足でわたし一人で受持ち、千キロの行
程を 10 日間寝泊り運転して帰った。帰国後、
南極の仕事から離れ、ブータンやネパールの調
査で 5年近く経った頃、ある新聞記事が目にと
まった。地元・名古屋港の「ふじ」の前に、雪
上車が展示されるという。付いていた小さい写
真を見ると、車体に「506」の文字。南極最後
の旅を共にした懐かしい雪上車ではないか！
　SM506 号車に再会し、更に 20 年が過ぎた今
でも、名古屋港の岸壁には、わたしが初めて南
極へ向かった船と、最後に南極の雪にトレース
を残してきた雪上車が置かれている。25 才の
時と 51 才の時を象徴するものが、4半世紀の
幅を置いて並んでいる風景を、目の前に見るこ
とができるのだ。こんな巡り合わせもあるのか
と、不思議な思いがする。

5．振り返ってみて
　ここまでわたしが振り返ってきたことは、
色々な巡り合わせの上で成り立っていたように
思う。そこには、偶然や幸運のうえに、奇跡も
重なっていたようだ。わたしの生きてきた時代
がちょうど、その時々で望みをかなえるように
変わってくれたことも大きい。また、周りの方々
の力があってこそのことだった。
　そのようにして、ずいぶん恵まれた経験をさ
せてもらえたと思う。だが、これらのことが人
の世にとっては何だったのか、という思いは今
も残したままだ。

文献
1）	ヤルン・カン後、わたしの 40 年．上田豊，2013
年，AACKニュースレター 65-66 合併号，8-11

2）	ガネッシュからヤルン・カンまで、わたしの
二十代．上田豊，2014 年，AACKニュースレター 
71 号，8-12

3）	ガネッシュの蒼い氷．吉野煕道・上田豊・木村
雅昭・島田喜代男，1966 年，朝日新聞社，251
頁

4）	遠征報告―1967 年度京都大学ブータンヒマラヤ
遠征隊．上田豊・市川光雄，1970 年，報告 15 号，
9-45
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　京都大学学士山岳会の 2020 年度総会は、新
型コロナウイルス対応のため変則的な開催とな
りました。
　今般の新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い、数多くの集会やイベントが中止・延期・変
則的な開催を余儀なくされております。本会に
おきましても、5月 23 日（土）に開催された
今年度の総会は、感染のリスクを避けるため、
当日出席者は京都在住の役員など、ごく少人数
にとどめ、他の会員の皆さまには、書面でのご

審議とご意見の表明、および委任状送付による
議決権の行使（定款 20 条）をお願いする形で
開催いたしました。同日に開催予定であった
笹ヶ峰会の総会も同様の開催方式で、6月 13
日に延期して行われることになりました。また、
報告会・懇親会等は開催しませんでした。
　会員交流の貴重な機会である報告会・懇親会
等は、新型コロナウイルスの状況を見ながら、
可能であれば改めて企画し、ご連絡いたします。
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発行者　京都大学学士山岳会　会長　幸島司郎
発行所　�〒 606-8501 

京都市左京区吉田本町（総合研究 2 号館 4 階）
　　　　�京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究 

研究科　　　　　　　　　　竹田晋也　気付
編集人　横山宏太郎
製　作　京都市北区小山西花池町 1-8
　　　　㈱土倉事務所

編集後記

会員動向

訃報

宇野　佐　2020 年 1 月 14 日逝去
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　新型コロナ禍のなか、皆様いかがお過ごしで
しょうか。立場上ご苦労されている方も多いの
ではと心配しております。私は会議・会合が中
止やリモート開催になり、移動・接触の少ない
生活です。今年度の総会は大きな影響を受けま
したが、Newsletter は通常通り発行の予定で
すので、ご寄稿をよろしくお願いいたします。
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